










































とれを深める指導の条件を究明する ζ とに努めた。 第 1年次の研究では中学2年生を対象t亡
した事例研究Kよって ，見方 ・考え方の問題点を明らか十亡したが ，第2年次の研究はさらに王嬰
論的な考妻美を深め ，調査方法を〈ふう し，小学校6年生と中学校2年生の見方・考え方の傾向
をより明らかにするとともVC，とれを深める指導の条件Kついて ，授業研究をと診して究明し
たものである。
体育の{i)f究では ，運動学習になける中核的念ねらいである運動技能の形成過程κ重要左影響
を及ぼす学習態度のはたらさを重視し ，その形成と変容K関する研究を学習指導と関連づけて
行念った。第7年次の研究では ，学習態度の様態把握と運動技館の形成過程K影響を及ぼす要
因について調査と実験を行念ったが，第2年次の研究は ，実際の場Kなける学習態度の変容を
もたらす諸条件を究明するねらいをも って，実面回句念研究を行走った結果をまとめたものであ
る。
なま"，とれらの研究は ，それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとK行なったもので ，学校長
をはじめ関係の教職員各位 ，ならびに児童生徒に対しでも ，心から感謝の意を表ナるしだいで
ある。
昭和 41年 3月23日
新潟県立教育伽究所長 小林正直
